
必要病床数算定に係る県内圏域間の調整 
 

（概要） 

高度急性期は医療機関所在地ベース、急性期・回復期・慢性期は患者住所地ベースという

方針で、2025 年の必要病床数を示したが、各圏域において検討が進められ、以下の意見が出

されている。 
 
１ 圏域からの意見 

（１）高度急性期機能に係る意見 

・熱海伊東圏域：「一部の緊急性の高い疾患に関しては、患者住所地ベースに対応できる供

給体制を整えることを基本とする。」 

・志太榛原圏域：「藤枝市立総合病院が救命救急センター指定に向け準備中であり、現在よ

り多くの患者の受入が見込まれるため、1O 床増加したい。」 

・中東遠圏域：「中東遠総合医療センター開院の実績を考慮する必要がある。熱海伊東、志

太榛原圏域の高度急性期の充足率 80％を当圏域でも目指す。」 

（２）急性期機能に係る意見 

・駿東田方圏域：「賀茂、熱海・伊東、富士圏域等の急性期対応までを、当圏域で担ってい

る状況である。賀茂、熱海・伊東、富士圏域の意向を確認したい。」 

２ 前回提示数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 小計

賀茂 前回提示数 21 186 271 152 630

2013実績との差 2 89 99 ▲ 117 73

2013実績（医療機関所在地） 19 97 172 269 557

熱海伊東 前回提示数 84 339 357 244 1,024

2013実績との差 7 58 91 31 187

2013実績（医療機関所在地） 77 281 266 213 837

駿東田方 前回提示数 609 1,566 1,553 1,069 4,797

2013実績との差 26 ▲ 78 ▲ 52 ▲ 289 ▲ 393

2013実績（医療機関所在地） 583 1,644 1,605 1,358 5,190

富士 医療審議会提示数 208 866 858 676 2,608

2013実績との差 24 217 238 ▲ 55 424

2013実績（医療機関所在地） 184 649 620 731 2,184

静岡 前回提示数 774 1,760 1,370 1,298 5,202

2013実績との差 ▲ 1 79 164 ▲ 308 ▲ 66

2013実績（医療機関所在地） 775 1,681 1,206 1,606 5,268

志太榛原 前回提示数 321 1,133 1,055 738 3,247

2013実績との差 18 237 245 4 504

2013実績（医療機関所在地） 303 896 810 734 2,743

中東遠 前回提示数 256 1,080 821 714 2,871

2013実績との差 33 301 223 3 560

2013実績（医療機関所在地） 223 779 598 711 2,311

西部 前回提示数 889 2,096 1,588 1,497 6,070

2013実績との差 53 95 199 ▲ 599 ▲ 252

2013実績（医療機関所在地） 836 2,001 1,389 2,096 6,322

県計 前回提示数 3,162 9,026 7,873 6,388 26,449

2013実績との差 162 998 1,207 ▲ 1,330 1,037

2013実績（医療機関所在地） 3,000 8,028 6,666 7,718 25,412



必要病床数
(Ｂ)

増減
(Ｂ－Ａ)

調整理由と対応方針

高度急性期 21 21 0 圏域内での病床整備は困難のため、駿東田方圏域に依頼したい。

急性期 186 186 0 提示数をベースに今後検討していく。

回復期 271 271 0 提示数をベースに今後検討していく。

慢性期 152 152 0 提示数をベースに今後検討していく。

計 630 630 0

高度急性期 84 84 0
熱海所記念病院、伊東市民病院の救急、高度医療への対応強化方針や国際医療福祉大
学熱海病院のがん診療病院指定により、高度急性期機能の充実が見込まれる。

急性期 339 339 0 患者住所地ベースの推計値を基本とする。

回復期 357 357 0
既に圏域の高齢化率が高い状況にあり、回復期を経て在宅へのパスに乗れる患者数は
推計値ほど多くないと見込まれる。

慢性期 244 244 0
独居高齢者が多く、在宅医療を担う診療所管理者の高齢化や地勢的な条件、療養病床の
高い稼働率を勘案すると推計病床数では実需要に対応できないと見込まれる。

計 1,024 1,024 0

高度急性期 609 609 0

急性期 1,566 1,855 289
賀茂、熱海伊東、富士圏域等の急性期対応までを、当圏域で担っている状況である。賀
茂、熱海・伊東、富士圏域の意向を確認したい。

回復期 1,553 1,553 0

慢性期 1,069 1,069 0

計 4,797 5,086 289

高度急性期 208 208 0

急性期 866 866 0

回復期 858 858 0

慢性期 676 676 0

計 2,608 2,608 0

高度急性期 774 774 0

急性期 1,760 1,760 0

回復期 1,370 1,370 0

慢性期 1,298 1,298 0

計 5,202 5,202 0

高度急性期 321 331 10
藤枝市立総合病院が救命救急センター指定に向け準備中であり、現在より多くの患者の
受入が見込まれるため。

急性期 1,133 1,133 0

回復期 1,055 1,055 0

慢性期 738 738 0

計 3,247 3,257 10

高度急性期 256 285 29 熱海伊東、志太榛原の高度急性期の充足率80％を当圏域でも目指すこととする。

急性期 1,080 1,080 0

回復期 821 821 0

慢性期 714 714 0

計 2,871 2,900 29

高度急性期 889 889 0 現状の数値のままとしたい。

急性期 2,096 2,096 0 現状の数値のままとしたい。

回復期 1,588 1,588 0 現状の数値のままとしたい。

慢性期 1,497 1,497 0 提示数をベースに今後再検討していくこととする。

計 6,070 6,070 0

高度急性期 3,162

急性期 9,026

回復期 7,873

慢性期 6,388

計 26,449

賀茂

西部

県計

参考　：　2025年必要病床数の各圏域での調整案
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（単位：床）

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 小計

賀茂 前回提示数 21 186 271 152 630

2013実績との差 2 89 99 ▲ 117 73

2013実績（医療機関所在地） 19 97 172 269 557

熱海伊東 前回提示数 84 339 357 244 1,024

2013実績との差 7 58 91 31 187

2013実績（医療機関所在地） 77 281 266 213 837

駿東田方 前回提示数 609 1,566 1,553 1,069 4,797

2013実績との差 26 ▲ 78 ▲ 52 ▲ 289 ▲ 393

2013実績（医療機関所在地） 583 1,644 1,605 1,358 5,190

富士 医療審議会提示数 208 866 858 676 2,608

2013実績との差 24 217 238 ▲ 55 424

2013実績（医療機関所在地） 184 649 620 731 2,184

静岡 前回提示数 774 1,760 1,370 1,298 5,202

2013実績との差 ▲ 1 79 164 ▲ 308 ▲ 66

2013実績（医療機関所在地） 775 1,681 1,206 1,606 5,268

志太榛原 前回提示数 321 1,133 1,055 738 3,247

2013実績との差 18 237 245 4 504

2013実績（医療機関所在地） 303 896 810 734 2,743

中東遠 前回提示数 256 1,080 821 714 2,871

2013実績との差 33 301 223 3 560

2013実績（医療機関所在地） 223 779 598 711 2,311

西部 前回提示数 889 2,096 1,588 1,497 6,070

2013実績との差 53 95 199 ▲ 599 ▲ 252

2013実績（医療機関所在地） 836 2,001 1,389 2,096 6,322

県計 前回提示数 3,162 9,026 7,873 6,388 26,449

2013実績との差 162 998 1,207 ▲ 1,330 1,037

2013実績（医療機関所在地） 3,000 8,028 6,666 7,718 25,412

　　※前回提示数：高度急性期は医療機関所在地ベース、急性期・回復期・慢性期は患者住所地ベースの値

参考：2025年必要病床数の前回提示数



＜第２回地域医療構想策定作業部会資料＞

（単位：床）

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期 小計

患者住所地ベース 61 186 271 152 670

医療機関所在地ベース 21 106 191 242 560

充足率 34% 57% 71% 159% 84%

患者住所地ベース 103 339 357 244 1,043

医療機関所在地ベース 84 322 314 184 904

充足率 82% 95% 88% 75% 87%

患者住所地ベース 507 1,566 1,553 1,069 4,694

医療機関所在地ベース 609 1,855 1,877 1,207 5,549

充足率 120% 118% 121% 113% 118%

患者住所地ベース 287 866 858 676 2,688

医療機関所在地ベース 208 764 786 689 2,448

充足率 72% 88% 92% 102% 91%

患者住所地ベース 635 1,760 1,370 1,298 5,063

医療機関所在地ベース 774 1,860 1,401 1,435 5,470

充足率 122% 106% 102% 111% 108%

患者住所地ベース 399 1,133 1,055 738 3,325

医療機関所在地ベース 321 1,022 960 637 2,940

充足率 80% 90% 91% 86% 88%

患者住所地ベース 356 1,080 821 714 2,971

医療機関所在地ベース 256 915 736 540 2,447

充足率 72% 85% 90% 76% 82%

患者住所地ベース 793 2,096 1,588 1,497 5,973

医療機関所在地ベース 889 2,302 1,689 1,671 6,551

充足率 112% 110% 106% 112% 110%

患者住所地ベース 3,139 9,027 7,872 6,388 26,427

医療機関所在地ベース 3,160 9,146 7,955 6,605 26,869

充足率 101% 101% 101% 103% 102%

※医療機関所在地ベースの推計値を患者住所地ベースの推計値で除したものを「充足率」と定義

※2025年、病床数ベース、パターンＢで算出

※単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

（　厚生労働省「地域医療策定支援ツール」より作成　）

参考：各構想区域の充足率（2025年）
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参考 ： 中東遠総合医療センターの入院患者数実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


